
（別紙１（公開用））

1．組織名

２．提出意見①

該当する交渉分野

意見

物品市場アクセス

地域を超え物品の流通が盛んになることと並行して、物品の輸送に利用される
パレットなどの搬送容器も地域間を行きかう事になる。
外貿コンテナ内で使用される搬送容器については、個々の発荷主・地域の事
情で手積みになるケースやワンウェイ容器を使用するケースなどが多く散見さ
れる。
また、国によっては再輸出入免税措置に手間がかかり、その結果、手積みが
多発する事も想定され、よりシームレスなサプライチェーンを構築していく上で
の阻害要因となりかねない状況が現状である。
そのため、リターナブル可能な容器の利用方法などをTPPに参画している各国
の研究課題として上程し、よりバリューのあるサプライチェーンの構築を検討す
べきである。
上記に達成への課題は、以下となる
・再輸出入免税の簡素化・レギュレーションの統一
・パレット等搬送容器のリターナブル化の促進と管理手法の確立
・着荷主での効率化を意識した搬送容器を利用したコンテナバニングの促進

一般社団法人日本物流団体連合会
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一般社団法人日本物流団体連合会

貿易円滑化

地域を超え物品の流通が盛んになることと並行して、物品の輸送に利用される
パレットなどの搬送容器も地域間を行きかう事になる。
外貿コンテナ内で使用される搬送容器については、個々の発荷主・地域の事
情で手積みになるケースやワンウェイ容器を使用するケースなどが多く散見さ
れる。
また、国によっては再輸出入免税措置に手間がかかり、その結果、手積みが
多発する事も想定され、よりシームレスなサプライチェーンを構築していく上で
の阻害要因となりかねない状況が現状である。
そのため、リターナブル可能な容器の利用方法などをTPPに参画している各国
の研究課題として上程し、よりバリューのあるサプライチェーンの構築を検討す
べきである。
上記に達成への課題は、以下となる
・再輸出入免税の簡素化・レギュレーションの統一
・パレット等搬送容器のリターナブル化の促進と管理手法の確立
・着荷主での効率化を意識した搬送容器を利用したコンテナバニングの促進
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一般社団法人日本物流団体連合会

越境サービス

地域を超え物品の流通が盛んになることと並行して、物品の輸送に利用される
パレットなどの搬送容器も地域間を行きかう事になる。
外貿コンテナ内で使用される搬送容器については、個々の発荷主・地域の事
情で手積みになるケースやワンウェイ容器を使用するケースなどが多く散見さ
れる。
また、国によっては再輸出入免税措置に手間がかかり、その結果、手積みが
多発する事も想定され、よりシームレスなサプライチェーンを構築していく上で
の阻害要因となりかねない状況が現状である。
そのため、リターナブル可能な容器の利用方法などをTPPに参画している各国
の研究課題として上程し、よりバリューのあるサプライチェーンの構築を検討す
べきである。
上記に達成への課題は、以下となる
・再輸出入免税の簡素化・レギュレーションの統一
・パレット等搬送容器のリターナブル化の促進と管理手法の確立
・着荷主での効率化を意識した搬送容器を利用したコンテナバニングの促進
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一般社団法人日本物流団体連合会

分野横断的事項

地域を超え物品の流通が盛んになることと並行して、物品の輸送に利用される
パレットなどの搬送容器も地域間を行きかう事になる。
外貿コンテナ内で使用される搬送容器については、個々の発荷主・地域の事
情で手積みになるケースやワンウェイ容器を使用するケースなどが多く散見さ
れる。
また、国によっては再輸出入免税措置に手間がかかり、その結果、手積みが
多発する事も想定され、よりシームレスなサプライチェーンを構築していく上で
の阻害要因となりかねない状況が現状である。
そのため、リターナブル可能な容器の利用方法などをTPPに参画している各国
の研究課題として上程し、よりバリューのあるサプライチェーンの構築を検討す
べきである。
上記に達成への課題は、以下となる
・再輸出入免税の簡素化・レギュレーションの統一
・パレット等搬送容器のリターナブル化の促進と管理手法の確立
・着荷主での効率化を意識した搬送容器を利用したコンテナバニングの促進
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